
し

乎成 2 g 年度

高幡保護区保護 司会 総会 資料

= 

! 
（平成 28年 10月 12日：和歌山刑務所視察研修に於いて）

日 時平成29年 5月 12日（金） 15:10~17:00 

場 所 四万十町農村環境改善センター大会議室
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平成29年度高幡保護区保護司会総会

日

場

日

時 平成29年 5月12日 （金） 15:10 ,.._, 17:00 

所 四万十町農村環境改善センター 大会議室

程

1. 開 会 事務局長 荒川伸雄

2. 開会挨拶 会 長 壬 生 直 徳

3. 来賓祝辞 四万十町長 中尾博憲

窪川警察署長 山本俊郎

高知保護観察所長 橋本 英 明

4. 資格審査報告 （事務局長）

5. 議長選出 (II)  

6. 報告第 1号平成28年度高幡保護区保護司会業務報告の承認について

7. 議 事

(1)鏃案第 1号 平成28年度高幡保護区保護司会収支決算について

(2)議案第2号 平成29年度高幡保護区保護司会事業計画~)について

(3) 議案第 3号平成29年度高幡保護区保護司会収支予算~)について

(4)議案第4号 高幡保護区保護司会会則の変更~)について

(6)議案第5号高幡保護区保護司会役員の選任について

(7)その他

8. 閉会挨拶 副会長（窪川分区長） 中 嶋敏親

9. 懇 親 会 1 7 : 3 0から



平成28年度高幡保護区保護司会事業報告

4月28日 更生保護サポートセンクー企画調整会議

5月 9日 高幡保護区保護司会役員会

5月 9日 高幡疇区保護司会決算監査

＂ 
蹄醐護区保護司会役員会

（企画調墜保護司 5名）

ー、（役員 9名）

（会長・事務局長：監査委員）

（役員9名）

5月13日 保護司会代表者会議、高知県保護司会連合会理事会

II 保護観察協会評議員会、高坂寮評議員会

5月16日 第1期定例研修会東庁舎多目的大ホール「就労支援について」

高知市三翠園ホテル

（会長、中嶋副会長）

＂ 
平成28年度高幡保護区保腰司会総会

5月26日 四万十句゚ 地域安全協議会総会 窪川啓察署

5月26日 第66回で匡さを明るくする運動”四万十町推進委員会

5月31日 更生保護サポートセンクー企画調蓋舘簑

6月 6日 四万十町更生保護女性会28年度総会

6月21日 四万十町育少年育成町民会議 四万十町農村環境改善センター

6月27日 高幡保護区保護司会役員会サポセ巧贈暦

II 社明迦肋広報罰祉分け作業 東庁舎多目的大ホール

（保護司22名）

（会長）

（会長他2名）ー司 8名）

（会長）

（会長他7名）

（役員8名）

6月30日 更生保綾サポートセンター企画調墜会職

6月30日 四万十町少年補導センクーはjE)と情報交換会

6月30日-7月5日 社明作文コンテスト参力叩踵員に管内小•中学校の訪問

（小学校12校、中学校5校を全保護司が手分けして訪問）

位湿睛嘩保護司10名）

（武内分区長他3名）

7月 1日 第67回で匡送滑明るくする迦町強調月間広報活動の実施 （保護司全員）

• 四万十町庁舎ホールでセレモニーと嚢販店やみどり市等で広報活動を実施

• 十和は十和道の駅で広報活動を実施

7月16日 社明運動関連親善了供会ソフトボール大会 会 （会長他3名）

7月17日 ＂ で広報活動 （会長他5名）

※10チーム約150名参加

7月20日 保護司会経理研修会（谷本企画調整課長、近藤、濱口観察官来所） （会長他3名）

7月24日 社明ソフトポール大会（一部雨大延期分） （会長他4名）
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7月29日 更生保護サポートセンター企画調盤会議 倫画調整疇司9名）

8月22日 第2期定例研修会 コミュニテセンター十和「転居•旅行について」 （保護司19名）

8月31日 更生保護サポートセンター企画調盤会鏃 （企画調整保護司10名）

9月 9日 保護司会代表者協鏃会・県保連理事会高知保護観察所 （会長、中嶋副会長）

9月13-14日四国地方保護司代表者会議 松山市 債t}II事務局長）

9月26日 保護司候捕者検討協踏会 cm1回）（十和地区） （保護司6名、地域4名）・

9月28日保護司処遇基礎力強化研修 高知保護観察所 偉：内繁雄保護司）

9月30日 更生保護サポートセンター企画調整会議

10月12日-13日 和歌山刑務所視察研修旅行

10月17日 保護司候捕者検討協議会 (ffi2階）（十和地区）

10月19日 高幡保護区保護司会役員会脳村環境改善センター会議室

10月24日 法務大臣感謝状伝達式

10月27日 四万十町戦没者慰釜祭

高知眼謝即畑

四万十会館

10月31日 更生保護サポートセンクー企画閻整会議

11月 7日 新任保護司伝達式・研修会 高知保護観察所

11月17日 高知県更生保護功労者顕彰式展 高知市三翠園ホテル

11月21日 高幡保護区保膜司会役員会サポセン高幡

11月25日保護司指導力強化研修 高知保護観察所

11月30日 更生保護サポートセンクー企画詞整会議

1 1月30日 第3期定例研修会四万十町農村環境改善センクー会議室

「刑の一部執ffl'M9濯渡についてJ

11月30日 更生保護サポートセンター「高幡」開所式典

12月 9日 保綾司代表者等協識会・県保連理事会高知保護観察所

~7名）

（保護司14名、更女11名）

（保護司6名、地域4名）

（役員8名）

（会長、中山保護司）

（会長）

~6名）

け埠腺痙司）

（会長他4名）

（役員6名）

（佐藤山脇、北JI腺護司）

倫画調整保護司8名）

12月19日 高幡保護区保護司会役員会倫画調整会蹴） サポセン高幡

（保護司22名）

（保護司22名、来賓9名）

碑、中饂l会長）

（役員8名）

12月22日 社明作文コンテスト最優秀賞伝達式（橋本所長、近藤観察官来所）

田野々小学校⑥胆粋柊馬さん）「心をつなげる」 （会長、分区長他1名）

12月27日 四万十町役揚訪問（年末挨拶） （会長他2名）

1月31日 更生保護サポートセンクー企画調盤会議 （企画調墜保護司8名）
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2月 9日 第4期定例研修会（高陵合同）頷崎市市民文化会館

自主テーマ頃渤」について講師横山観察官

（保護司19名）

⑰隋璃須崎市安和 レストラン琵琶湖で交流会の実施 保護司16名）

2月28日 更生保護サポートセンクー企画調墜会議

3月13日 保護甜懐者等協議会・高知県保護司会連合会理事会

II 高知保護観察協会評醸員会

3月31日 更生保護サポートセンター企画調整会議（含新任保護司）

3月31日高幡保護区保護司会役員会 サポセン尚播
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位画調整保護司6名）

高知市・三翠園

縁、中螂l会長）

倫画潤整保護司15名）

（役員8名）

以上



議案第1号

平成28年度 高幡保護区保護司会収支決算について

高幡保護区保護司会会則第21条の規定により、平成28年度高

幡保護区保護司会決算の承認を求める。

平成29年5月12日提出

高幡保護区保護司会 会長壬生直徳
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平成 28 年度収支決算書

28年 4月1日-29年3月31日

収入総額 1,996,508 円

支出総額 1,980,309 円

次年度繰越金 16,199 円

1収入の部（単位：円） 高幡保護区保護司会

項 目 予算額決 算 額増滋額摘 要

1 会畏収 入 （ 計） 81,000 81,000 

゜
① 会 畏 81,000 81,000 0 27名X3,000円

② 特 別 会 畏

゜ ゜ ゜
2 録賑司会に対する実質弁個金収入 942,000 822,562 △ 119,438 

親織活動費及びサポートセン
ター運営

3 補助金•助成金等収入（計） 367,000 368,000 1,000 

① 地方公共団体
補助金等

314,000 314,000 0四万十町補助金

② 遮絡助成更生保臨
法 人助成金 ゜ ゜ ゜③ 保護 司会逮合会

助＇ 成 金
53,000 54,000 1,000 保臨司会速合会助成金

④ 社会 福祉協識会
助成金 ゜ ゜ ゜

⑤ 共同募金配分金

゜ ゜ ゜ ヽ

⑥ その他の助成金

゜ ゜ ゜
4 寄附金収入（計）

゜ ゜ ゜
① 保臨司寄附金

゜ ゜ ゜
② その他の寄附金

゜ ゜ ゜
5 雑 収 入 67 13 △ 54 預金利子

6 特別会計繰入金収入 7001JOO 700,000 

゜
7 前 年 度 繰 越 金 24,933 24,933 

゜
合 計 2,115.000 1,996,508 △ 118,492 
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2 支出の部（単位：円） 高幡保護区保臨司会

項 目 予 算額決 算 額増 減 額摘 要

1 事 務 畏 （ 計 ） 610,000 678,649 68,649 

① 保護司会運営費（計） 310,000 382,196 72,196 

(1)事務所施設畏

゜ ゜ ゜(2)事務所水道光熱畏

゜ ゜ ゜(3)資料作成貴 5,000 

゜
△ 5,000 

(4)消 耗 品 費 20,000 40,307 20,307 寧務用品代

(5)備 品 畏

゜ ゜ ゜(6)通信運搬費 25,000 30,199 5,199 郵便切手代

(7)旅費・交通費 150,000 205,670 55,670 役員会旅喪交通黄

(8)事務局員等手当 95,000 95,000 O役員及び庶務会計手当

(9)そ の 他 15,000 11.020 △ 3,980 コピー用紙代、インク代

② サホ営 ートセンター
運 智理貿（計） 300,000 296,453 △ 3,547 

(1)賃 借 料

゜ ゜ ゜(2)水道光熱畏

゜ ゜ ゜(3)維 持管 理費

゜ ゜ ゜(4)備 品 畏 150,000 87,449 △ 62.551 槌帯電話代、ブリンター代ファクス代

(5)通信運識費 50,000 53,943 3,943 ドコモ霙帯、 NTT、四万十TV
諷

(6)そ の 他 100,000 155,061 55,061 サポセン闊設祝賀会補助等

2 分 担 金 （ 計 ） 190,000 185,140 △ 4,860 

① 会 費 190,000 185,140 △ 4,860 全国保證司連合会等負担金

② そ の 他

゜ ゜ ゜3 事 業 畏 （ 計 ） 977,000 1,016,520 39,520 

① 保護司会活動費（計） 磁 ,000 386,263 △ 62,737 

(1)会 場 借 料

゜ ゜ ゜(2)賀料 作成 畏 62,000 60,000 △ 2.000 社明運動啓発用資料代

(3)消 耗 品 畏

゜ ゜ ゜(4)物品購 入喪 120,000 111,550 △ 8,450 社明運動用横断幕代等

(5)旅費・交通費 190,000 155,240 △ 34,760 社明運勁関係及び候補者検討旅畏

(6)通信 運織 畏 7,000 2,518 △ 4.482 郵便切手代

(7)諸 謝 金

゜ ゜ ゜(8)そ の 他 70,000 56,955 △ 13,045 社明運動ソフトポール大会補助等
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② 研像研究畏（計） 350,000 485,425 135,425 

(1)研倍視察畏 350,000 470,720 120,720 和歌山刑務所視察研修

(2)図書購入黄

゜ ゜ ゜(3)そ の 他

゜
14,705 14,705 高陵との合同研修時運転手謝金

③ 広報畏 （ 計）

゜ ゜ ゜(1)機調誌等作成質

゜ ゜ ゜(2)そ の 他

゜ ゜ ゜④ 更 生 援諧黄（計）

゜ ゜ ゜(1)給 与 畏

゜ ゜ ゜(2)補 導 旅 畏

゜ ゜ ゜⑤ 分区・支郡
（活 動 ） 助 成 費 ゜ ゜ ゜⑥ 協力 組織支扱畏 60,000 50,000 △ 10,000 更女助成金、学校と子供会助成金

⑦ 慶弔 ・表彰畏 10,000 18,000 8,000 慶弔規定による支出

⑧ 大 会 調 係 黄 40,000 35,822 △ 4,178 顕彰式典参加旅愛

⑨ 交際・ 渉外費 50,000 24,000 △ 26.000 園係機國会合費

⑩ 雑 費 18,000 17,010 △ 990 平成29年度版保臨司手帳

4 特別 会計繰入金支出 250,000 100,000 △ 150,000 

5 予 備 貴 5,000 

゜
△ 5,000 

6 次 年 度 繰 越 金

゜ ゜ ゜合 計 2,032,000 1,980,309 △ 51,691 
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監査報告書

平成28年度高幡保護区保護司会会計監査を実施したところ、収入・支出と

もに適正に処理され、関係諸帳簿 • 証票等も正確に整理されていたことを報告

します。

平成 29年 5月7日

⑤

痔ふ
fjJ嗚

幹
ャ
ト

l

瓜

応

事

事

監

監
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議案第2号

平成29年度 高幡保護区保護司会事業計画（案）について

高幡保護区保護司会会則第20条の規定により、平成29年度高

幡保護区保護司会の事業計画について別紙の通り総会の議決を求め

る。

平成29年5月 12日提出

高幡保護区保護司会 会長壬生直徳
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平成2舷F度高幡保護区保護司会事業計画（案）

平成四年度は、保護司活動の拠点となる更生保護サポートセンクーが全国に42カ所（被災地支援

型サポートセンタ-(/)新設4カ所を含む）の設置が認められ、高知県ては、幡東保護区に設置されるこ

と·~ました。 県下1暉環区のうち暉環区(60%)にサポートセンクーが設置されな210況）ます。

高幡保護区でま、平成刃年12月1日、四万十町役場東庁舎の会議室にサポートセンターを設罷

してお雌したが、平成28年10月1日から当初予定の四万廿町農村環境改善センター内に移動し、

正式に更生保護サポートセンター高幡を開所いたしました。 保護司会としても、更生保護活動の拠点

ができ、常駐する企圃調整保護司を中心に更生保護事業の効率的かつ円滑な運営のため、四万十

町更生保護女性会、四万十町少年補導センター等関係機関、団体との連携強化に努めるとともに、

刑の一部執行猶予制度など新規施策や諸施策を踏襲しつつ社会俯勢に対応し、地域に根ざした更

生保護の推進を図るため、次の通閲環t計固を策定する。

第 1 基本方針

(1)就労支援のため協力雇用主の開拓に努める。

(2) 地方公共団体を姶め、労励•教育•福祉等各種団体とな戯欅をよtJ-層緊密にし、更生保護制度に対

する地域住民”頸厚や協力む製）、積箇即雄切没得るなa輯嶽応ネットワーグづのこ努め、鍛匿

観察や犯罪予防活動を効果的fr.j街奮する。

(3)青少年の健全育成に寄与するため、保護司会、学校bl)j戯剣む亀強化に取塊且む。

(4)犯罪や非行の増加、原因の複雑化に対応するため、専門的知識の習得や資質及び処遇能力の研鑽に

努引研修活動の充実•活発化を図る。

(5) 保護司定数の充足のため、適任者の発掘活動I~切縫む。

(6)更謙護炉忙十センクーを拠点としお齢甜iについで蘭醐慎ゴ切線む。

(7)社会参加活動の充実と社会貢献活動の活動先の開拓に努める。

(8)「社会を明るくすな囮揖」fr.k.>たっては、他の園係団体a闊醐勺fr.ii認庫け”るなど目的達成のた粉昌

動を展開する。

第 2 事業

L会議の開催

(1) 総会の開催 （通常総会 1回）

(2) 理事会の開催 （随時）

(3) 地域処遇会議の胴催 （随時）

(4)企圃調墜会議の圃催 (1回／月）
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2. 犯罪予防の活動の推進

※(1) "社会を明るくする運動”関係事業の推進及び活動

① 社明実施委員会への出席 (5月下旬。四万十町役場。参加保護司3-5名）

② 耀一斉広報活覇展開 (7月初旬。四万十町役場他。全保護司）

③ 社明ポスクーの展示

④ 子埠会親善'/7トポール大会実施

⑤ 小•中学校への作文コンテスM場渫依頼

⑥ 矯正施設製品の展示販売

※(2)学校との連携のため訪問協識

※(3)少年補導センク→戊飼謡動への参加協力

※(4)舛 闘員過饂齢活爾ぺ参識力

※(5) 麟•踵剤翡諏斑澤疇カ

※(6)匹情臓詮識会勺細協力

※(7)四万十町青少年育成町民会議への参加協力

3. 処遇支援活動の推進

※(I)社会資源開拓活動の推進

(6月下旬。保護区全域。全保膜司）

(7月中旬。金上野グランド。参加保護司10名程度）

(6月-7月。小学立校、中学況交。全保護司）

(8月6日。農村環境改善センクー。全保護司）

（年1回。小中学校17校。全保護司）

（通年。保陵区内。保護司10名程度）

（通年。保護区内。保護司3-5名）

（年2回。須崎市他。保護司3名）

（年1回。警察署。保護司1-叫~)

（年1回。農村環壊改善センター。全保護司）

① 社会福祉団体、商工会、農業漁業団体等出諏鎚拭i!~流を図現t会資源の開拓に努める

② 協力雇用主の発掘活勁•登録要諮に努める

③ 学校~蒻切ため訪問協議を行う

④ 少斜輝センク—と研究命魂暉l

※(2)更生保護施設高坂寮の処遇活動に対する協力

① 更生援助金の寄付と入所者への活動物資等の寄付

② 更生巖薗籟t"'-(り夕食会行蘭朧に協力

※(3)社会貢献活動の推進

① 社会貢献活動実施のための協議laJfす因甜賣

② 社会員謝繍の活動湯所a癖5のたな別畠議l埠肘ち活動

4. 各種研修の実施協力

(I)保陵親察所の行引研修への参加

(2) 自主研修の実施

(3) I泊研修（矯正施設見学）の実施

(4)近隣保護区bl>合同研修会の圃催
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（通年。社協、商工会等。全保護司）

（通年。地元企業等。全保膜司）

（年1回。小中学校17校。全保護司）

（年1回。全保護司）

（年2回。高坂寮。保護司1-路）

（通年。全保護司）

（通年。全保護司）

（年1回。全保護司）

（際年。全保護司）



5、高知県保誤司会連合会等との連槻

(1)保護観察所主催の保護司代表者会識への参加

(2)高知県保護司会遮合会理事会への参加

(3) 更生保談大会（顕彰式典）への参加•協力

6. 協力線織bl);戯鍬尉亀

※(1)四万十町更生保護女性会と合同研修会の開催

※(2) 四万十町更生飼農女性会が行労:ャ芳ィバザー等に協力

7. 会員相互の親睦活動

(1) 鵬¢式典に滋沿受賞者の祝賃会•忘年会等随時親睦会の開催

(2)腹弔規程に基づく会員相互の慶弔

8. 広報活動

※(1)町の広報紙及び福祉広報紙等へ社明運動調連記事の掲載依頼をする

(5月 -6月。町広報誌他。保護司2-叫~)

※(2)町の公共放送機腐を通じ広報活動をする

※(3)地域住民向け「更生保護」啓発宜伝資料の活用

① 町内会•自治会への回覧依頼

②役場及び公民館等公共施設に持参

③地域での集会等の機会をとらえ瑯歳住即~信暉

④ 臓内小学校、•中学校へ持諷、生徒む直じて各蘭島噌擁

9. その他

高幡保護区保護司会の目的達成のため必要a財才必事業の実施

（通年。各保護区。全保蔑司）

(6月-7月）

(6月-7月）

(1-3回／各保膜司）

(6月-7月）

（注）※印を砒た籾肱、餓屡司法第蹟の沈こ規定す引親蔓司会の計画である
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平成29年度高幡保護区保護司会月別活動計圃

月 行 事

4 I• 企画調蓋会識 (28日） 更生保護サポートセンクー高幡

•広報活動 •地域処遇会議

•高幡保護区保護司会決算監査 ( 7日） 更生保護サポートセンクー高幡

•高幡保陵区保護司会理事会第1回 ( 8日）

•新任保護司辞令伝達式•研修会 ( 8日） 高知保護観察所

•保護区保蔑司会代表者協蹴会•高知県保膜司連合会理事会•保護観察協会評議員会•高坂寮

5
 

評議委員会

•平成29年度高幡保護区保護司会総会

(17日） 高知市（ホテル三翠園）

(12日） 農村環境改善センター大会識室

•第1回定例研修会 「複数担当制について」 (12日）

•平成29年度四万十町地域安全協議会総会 (16日） 窪川薔察署

•第67回”社会を明るくする運動”四万十町実施委員会 (30日） 四万十町役場

•企園調蓋会議 (31日） 更生保賤サポートセンクー高幡

•広報活動 •地域処遇会識

•社明ポスクーの一斉掲示 （保護区内全域）

6
 

•四万十町更生保護女性会総会

•四万十町青少年育成町民会議

•高幡保護区保護司会理事会

(5日）

（日）

(26日）

四万十町役場

四万十町農村環壊改善センクー

更生保護サポートセンクー高幡

•企圃調墜会議 (30日） 更生保陵サポートセンター高幡

•広報活動 •地域処遇会議

•第67回”社会を明るくする運動”強調月間 （全国一斉）

•社明強躙月間セレモニー•広報活動 （ 日） 四万十町役場他

※各分区毎に社明広報グッツやリーフいジH涌！布して社明運動を展開する。

（四万十町健康福祉課•社会福祉協識会•地域安全協議会•保膜司•更生保陵女性会他）

1 I . 社明作文コンテスげ躁 (9月5日応募締切） （四万十町内17小中学校）

•第57回高幡子供会親善"/7トボール大会 日） 金上野町営グランド

•企画調蓋会議

•広報活動 •地域処遇会議

(31日） 更生保瞬サポートセンター高幡
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月 1 行 事

•矯正施設作業製品展示販売（事前準備） ( 5日） 四万十町農村環境改善センクー

•矯正施設作業製品展示販売 ( 6日）

•金太郎夜市•花火大会での少年補導センクー及び少年補導員連絡協議会の補導活動への協力

8 I• 各地域の夏祭がや花火大会等各種イペントにおける補導活動に実施

•第2回定例研修 事例研修「薬物事犯」 (21日） ＋和地区

•企画調蓋会議 (31日） 更生保護サポートセンクー高幡

•広報活動 •地域処遇会議

•保護区保膜司会代表者協議会•高知県保護司遮合会理事会 （ 日）高知市

，
 

•社明作文コンテスト締め切り(9月5日）と四万十町審査

•処遇基礎力研修会 （ 

•企圃調蓋会議

•広報活動

（ 日）四万十町健康福祉課

日） 高知保護観察所

(29日） 更生保護サポートセンクー高幡

•地域処遇会議

•高幡保護区保護司会理事会

10 I・ 企画調蓋会議

（ 日） 更生保護サポートセンクー高幡

(31日） 更生保護サポートセンター高幡

•広報活動 •地域処遇会議

•平成四年度高知県更生保護事業関係功労者顕彰式典 (15日） 高知市

•第定例研修会「他機調連携について」と顕彰式典祝賀交流会 (30日）
11 I 

•企画調整会識 (30日） 更生保護サポートセンター高幡

•広報活動 •地域処遇会議

•保護区保護司代表者等協識会及び県保連理事会 （ 日） 高知市

12 I• 企固調蟄会議 (27日） 更生保蔑サポートセンクー高幡

•広報活動 •地域処遇会議

•新任保護司特別研修会 （ 日） 高知市

1 I• 企画調整会蹴 (31日） 更生保護サポートセンター高幡

•広報活動 •地域処遇会議

•第傾月定例研修会 「 自由テーマ 」 (19日） 大正地区

2 I• 企画調整会議 (28日） 更生保蔑サポートセンター高幡

•広報活動 •地域処遇会識

•保瞬区保護司会代表者協識会•高知県保蔑司連合会理事会•保護鑽察協会評識員会。高坂寮

評議委員会

3 I・ 高幡保護区保護司会理事会

•企画調蓋会議

•広報活動 •地域処遇会議

（ 日） 高知市（ホテル三翠園）

(30日）

(30日） 更生保陵サポートセンクー高幡
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議案第3号

平成29年度 ，高幡保護区保護司会収支予算（案）について

高幡保護区保護司会会則第 20条の規定により、平成29年度高

幡保護区保護司会の収支予算について別紙の通り総会の議決を求め

る。

1 . 収入支出予算の総額は収入支出それぞれ 1,7 6 9千円とする。

平成29年5月 12日提出

高幡保護区保護司会 会長壬生直徳
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平成 29 年度収支予算書

2~ 年4月1日-30年3月31日

前年度謡越金 16,199 円

収入総頓 1,769,000 円

支出総額 1,769,000 円

1収入の部（単位：円） 富幡保膜区保護司会

項 目 予算額田年鼠；； $J el 増減額 摘 要

1 会 費 収 入 （ 計 ） 81,000 81,000 

゜
① 会 喪 81,000 81,000 0 27名X3,000円

② 特 別 会 喪

゜ ゜
2 保眼司会に対する実質弁傑金収入 954,000 942,000 12,000 親織居勁費及びサポートセン

ター運営

3 補助金・助成金等収入（計） 317,000 367,000 △ 50,000 

① 地方公共団体
補助金等

284,000 314,000 △ 50.000 四万十町補助金

② 違絡助成更生保護
法人助咸金 ゜ ゜③ 保護司会遮合会
助成金

53,000 53,000 O保護司会運合会助咸金

④ 社会福祉協臨会
助成金 ゜ ゜ ヽ ｀ ⑤ 共同 募金配分金

゜ ゜
⑥ その他 の 助 成 金 0-

゜ヽ

4 寄附金収入（計）

゜ ゜ ゜
① 保謳司寄隋金

゜ ゜
② その他の寄附金

゜ ゜
5 雑 収 入 801 67 734 

6 特別 会計繰入金収入 400,000 700,000 △ 300,000 

1 前 年 度 繰 越 金 16,199 24,933 △ 8.734 

合 計 1,769,000 2.115,000 △ 346,000 
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2 支出の部（単位：円） 涵幡保護区保護司会

項 目 予 算額回年底予算回 増減額摘 要

1 事 務 費 （ 計 ） 583,000 610,000 △ 27,000 

① 保護司会運営費（計） 360,000 310,000 50,000 

(1)寧務所施設貴

゜ ゜(2)睾務所水道光熱貴
ヽ

゜ ゜(3)資料作成費 5,000 5,000 O総会資料作成費

(4)消 耗 品 費 40,000 20,000 20,000 亭務用品代

(5)備 品 費

゜ ゜(6)通信運搬畏 30,000 25,000 5.000 郵便切手代

(7)簾費・交通畏 150,000 150,000 O役員会旅費日当

(8)亭務局員等手当 120,000 95,000 25,000 役員、寧務局長等手当

(9)そ の 他 15,000 15,000 O役員会等お茶代

② サホ営 ートセンター
運 管理殿（計） 223,000 300,000 △ 77,000 

(1)賃 借 科

゜ ゜(2)水道‘光熱畏

゜ ゜(3)維持管理費

゜ ゜(4)儲 品 畏 140,000 150,000 △ 10,000 DVDブレーヤー、シュレッター

(5)通信運撮畏 83,000 50,000 33,000 ケーブルTVネット、篭話代等

(6)そ の 他 100,000 △ 100,000 

2 分 担 金 （ 計 ） 193,000 193,000 

゜① 会 費 193,000 193,000 0全国保護司会会費

② そ の 他

゜ ゜3 事 業 費 （ 計 ） 588,000 1,057,000 △ 469,000 
' 

① 保譲司会活動畏（計） 430,000 449.000 △ 19,000 

(1)会 場 借 料

゜ ゜(2)資 料作成・畏 110,000 62,000 48,000 社明運勁用品代、展示即克会チラシ

(3)消 耗 品 畏

゜ ゜(4)物品購入畏 20,000 120,000 △ 100,000 

(5) 旅糞•交通費 190,000 190,000 O犯罪予防、地域処遇会議簾畏等

(6)遥信蓮搬黄 10,000 7,000 3,000 郵便切手代

(7)諧 謝 金

゜
O・ 

(8)そ の 他 100,000 70,000 30,000 社明ソフトポール大会補助等
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② 研修研究畏（計）

゜
450,000 △ 450,000 

(1)研修視察畏 450,000 △ 450,000 

(2)図書 購 入 畏

゜ ゜(3)そ の 他

゜ ゜③ 広報 畏 （計）

゜ ゜ ゜(1)機國誌等作成費

゜ ゜(2)そ の 他

゜ ゜④ 更生援臨質（計）

゜ ゜ ゜(1)綸 与 費

゜ ゜(2)補 睾 簾 畏

゜ ゜⑤ 分区・支郡
（活動）助成費

゜ ゜⑥ 協力 組織支援費 50,000 50,000 O更女助成金、学校と子供会助成金

⑦ 慶弔・表彰畏 10,000 10,000 

゜⑧ 大 会 國 係 費 30,000 30,000 O顕彰式典参加旅費

⑨ 交朦・渉外喪 50,000 50,000 0関係機圏会合費

⑩ 雑 畏 18,000 18,000 0平成30年版保譲司手帳

4 特別会計繰 入金 支出 400,000 250,000 150.000 

5 予 備 畏 5,000 5,000 

゜6 次 年 度 繰 越 金

゜ ゜ムロ 計 1,769,000 2,115,000 △ 348,000 

予算の流用については「本予算において、各項目圃相互の流用を認めるものとする。」
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議案第4号

高幡保護区保護司会会則の改正（案）について

゜
更生保護サポートセンター高幡開所等により、保護司会運営にお

いて、新たな役員等の必要性から、高幡保護区保護司会会則第22条

の規定により、高幡保護区保護司会会則の変更について別紙の通り

総会の議決を求める。

平成29年 5月 12日提出

高幡保護区保護司会 会長壬生直徳
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0高幡保護区保護司会会則•新旧対照表

新 旧

第 1章 総則

（名称）

第 1条本会は、商幡保護区保護司会とする。

第 1章総則

（名称）

第 1条本会は、高幡保護区保護司会とする。

（事務所） （事務所）

第2条本会は、事務所を高知県志岡郡四万十町榊 I第2条本会は、事務所を含玉圭に置く 。

山町 571-7四万十町農村環境改善センター

1階「更生保護サホートセンター店幡J内に匿く 。

（目的）

第 3条本会は、保護司法（昭和 25年法律第 20 

ュ 以下「法」という。）第 13条に規定する保

護司会として、その任務を円滑に遂行するととも

に、法第 1条に規定する堡墜凹の使命達成に資す

る活動を行うことを目的とする。

（目的）

第 3条本会は、保護司法（以下「法」という。）第

1 3条に規定する保護司会として、その任務を円

滑に遂行するとともに、法第 1条に規定する堡甚

旦含の使命達成に資する活動を行うことを目的

とする。

（活動） （活動）

第4条 本 会 は、前条の目的を達成するため必要な第4条本会は、前条の目的を達成するため必要な

活動及び事業を行なう。 活動及び事業を行なう。

(1)法第8条の 2に規定する計画の策定その他

保護司の職務に関する連絡及び調整

(2)保護司の職務に閲し必要な資料及び情報の

収集

(3)保護司の職務に関する研究及ぴ意見の発表

(4)保護司の職務に関する研修

(5)保護司及び保護司会の活動に関する広報宣

伝

(6)保護司の人材確保の促進に関する活動

(7)保護司の任務遂行に関し災害が発生した場

合の救済に関すること（国家公務員災害補償

法（昭和 26年法律第 19 1号）に基づくも

のを除く 。）。

(8)更生保迄サポートセンターの運営

(9)関係槻関との連絡調整

2 前項に掲げるほか、前項の目的を達成するため

に次の事業を行う

(1)会員相互の親睦及び会員の慶弔

(2)その他前項の目的を達成ナるために必要と

認める活動

(1)法第8条の 2に規定する計画の策定その他

保護司の職務に関する連絡及び調整。

(2)保護司の職務に閲し必要な資料及び情報の

収集。

(3)保護司の職務に関する研究及ぴ意見の発表

(4)保護司の職務に関する研修。

(5)保護司及び保護司会の活動に関する広報宜

伝。

(6)保護司の人材確保の促進に関する活動。

(7)保護司の任務遂行に関し災害が発生した場

合の救済に関すること（国家公務員災害補償

法（昭和 26年法律第 19 1号）に基づく も

のを除く。）。
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（会 員） （会 員）

第 5条 本会は、高幡保護区に配属されている保護 第 5条 本会は、 高幡保護区に配属されている保護

司を会員とする。 司を会員とする。

（担当） （担当）

第6条本会に、第4条の活動を遂行するため、次 第6条 本会に、第4条の活動を遂行するため、次

の担当を設け、それぞれ担当は会長が指名する。 の担当を設け、それぞれ担当は会長が指名する。

(1)庶務・会計担当 (1)庶務 ・会計担当

(2)研修担当 (2)研修担当

(3)社会を明るくする運動担当 (3)犯罪予防活動担当

(4)更生保陵女性会 ・BBS担当 (4)更生保陵女性会担当

(5)社会貢献活動担当 (5) BBS担当

(6)職親担当

（分区） （分区）

第 7条本 会 に、次のとおり分区を設け、各分区か 第 7条 本会に、次のとおり分区を設け、それぞれ

ら1人以上の理事を推煎し、 それぞれ分区長を置 分区長を置く。

く。 窪川分区長

窪川分区長 大正分区長

大正分区長 ， 十和分区長

十和分区長

（更生保護サポートセンター）

第 8条 本会に、更生保護サポートセンターを怪

.--2. ＜ —· 
2 更生保護サポートセンターには、更生保痙サポ

ートセンター長（以下「センター長」という。）を

置く。

3 センター長は、会長の命を受け会務を卒理す

.る--.2.... 

第 2章 役 員 第 2章役 員

（役員） （役 員）

第9条 本会に次の役員を世く。ただし、 顧問を置 第 8条 本会に次の役員を置く。（但し、 顧問を置

くことができる。 くことができる。）

(1)会長 1人 (1)会長 1人

(2)副会長 1人 (2)副会長 3人（分区長を兼ねる。）

(3)事務局長 1人

(4) センター長 1人

(5)理事 6人以上 10人以内 (3)理事 6人以上8人以内
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(6)顧問若干名 (4)顧問若干名

(7)監事 1人以上 2人以内 (5)監事 2人

（役員の選任） （役員の選任）

第 10条 理事は、会旦の中がら総会において選任 第 9条 会長及び副会長は、理事の中から総会にお

する2 ただし、各分区から 1人以上の理字を選任 いて選仕し、副会長は各分区から 1名とする。

しなければならない。 2 理事は、』各分区において選任し、総会の承認を

2 会長及ぴ副会長は、理事の中から互撰する。 得る。

3 事務局長及びセンター長は、理事の中から会長 3 各分区から選任される理事の数は、次のとおり

が指名し、総会において承認を得るC とする。

窪JII分区 6人以内

大正・十和 2人以内

4 顧問は、会長が指名し、総会において承認を得 4 顧問は、会長が指名 し、 総会において承認を得

る。 る。

5 監事は、総会において選任する。 5 監事は、総会において選任する。

（役員の職務） （役員の職務）

第 11条 会長は、本会を代表し、その会務を総理 第 10条 会長は、本会を代表し、その会務を総理

する。 する。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があると 2 副会長は、会長を補佐し、会長があらかじめ定

きは、その職務を代理し、会長が欠員のときは、 めた順序により 、会長に事故がある時は、その職

その職務を行う。 務を代理し、会長が欠員の時は、その職務を行う。

3 理事は、理事会を組織し、 会則の定め及び総会 3 理事は、理事会を組織し、 会則の定め及び総会

の決緞に基づき、会務を執行する。 の決鏡に基づき、会務を執行する。

4 分区長は、分区内の連絡調整及びその運営にあ 4 分区長は、分区内の連絡調整及びその運営にあ ，

たる。 たる。

5 事務局長は、本会の庶務、会計等を処理する。

6 センター長は、更生保誨サポートセンターの運

営にあたる。

7 顧問は、求めに応じ指導助言を行う。 5 顧問は、求めに応じ指導助言を行 う。

8 監事は、会計及び理事の会務の執行状況を監査 6 監事は、会計およぴ理事の会務の執行状況を監

し、その結果を総会及ぴ理甜会に報告し、意見を 査する。

述べることができる。

（役員の任期） （役員の任期）
~ 

第 12条 役員の任期は2年とする。ただし再任を 第 11条 役員の任期は2年とする。ただし再任を

妨げない。 妨げない。

2 会長及び副会長に欠員が生じたときは、理事会

に諮り理事会の議決により補欠するものとする，→

旦 補欠又は増員により選任された役員の任期は、 2 補欠又は増員により選任された役員の任期は、

前任者又は現任者の残任期間とする。 前任者又は現任者の残任期間とする。
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4 役員は、就任又は任期満了後においても、後任 1 ~ 役員は、就任又は任期満了後においても、後任

者が選任されるまではその職務を行う。ただし、 者が選任されるまではその職務を行う。ただし、

保護司を退任し、会員資格を失った場合は、この

限りではない。

第 3章会謡

（会諧の種類）

第 13条 会継は、総会及び理事会とする。

（総会）

第 14条 総会は、会員をもって構成する。

2 総会は、毎年 1回以上開催するものとし、会長

が招集する。

保護司を退任し、会員資格を失った楊合は、この

限りでない。

第 3章会漿

（会惑の種類）

第12条 会漿は、総会及び理事会とする。

（総会）

第 13条 総会は、会員をもって構成する。

2 総会は、毎年 1回以上開催するものとし、会長

が招集する。

3 会員の 3分の 1以上又は監事から会漿の目的 3 会員の 3分の 1以上又は監事から会幾の目的

を示して招集の請求があった場合には、会長は、 を示して招集の請求があった場合には、会長は、

速やかに総会を招集しなければならない。 速やかに総会を招集しなければならない。

4 総会は、この会則で別に定めるもののほか、本 4 総会は、この会則で別に定めるもののほか運営

会の運営上重要な事項を證決する。 上重要な事項を議決する。

（理事会） （理事会）

第15条 理事会は理事をもって構成する。 第14条 理事会は理事をもって構成する。

2 理事会は必要に応じて、会長が招集する。 2 理事会は必要に応じて、会長が招集する。

3 理事現在数の 3分の 1以上又は監事から会諮 13 理事現在数の 3分の 1以上又は監事から会鏃

の目的を示して招集の請求があった場合には、会

長は、速やかに理事会を招集しなければならな

vヽ
゜

の目的を示して招集の請求があった場合には、会

長は、速やかに理事会を招集しなければならな

vヽ。

4 理事会には、この会則で別に定めるもののほ 4 理事会には、この会則で別に定めるもののほか

か、次の事項を決議する。 1 次の事項を決惑する。

(1)総会に付漿すべき事項

(2)総会の継決に茎づく会務の執行に関する事

項

(3)その他総会の諮決を要しない会務の執行に

関する事項

（漿長）

第 16条 総会及び理平会の浩長ぱ、会長が行う

(1)総会に付證すべき事項

(2)総会の諧決に基づく会務の執行に関する事

項。

(3)その他総会の謡決を要しない会務の執行に

関する事項。

（醗長）

第 15条 総会の識長は、その総会において、出席

会員の中から選任する＾

2 理事会の諾長は会長が行う。

（会壁の定足数） （墜含の定足数）

第 17条 会継は、構成員の現在数の過半数の出席 第 16条 会醗は、構成員の現在数の過半数の出席
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がなければ開会することができない。 がなければ開会することができない。

（證決） （蔑決）

第18条 会器の證事は、出席者の過半数をもって 第 17条 会議の鏃事は、出席者の過半数をもって

決する。ただし、可否同数のときは、謡長が決す 決する。ただし、可否同数のときは、諮長が決す

る。

第4章会計 等

（経費）

る。

第4章会計等

（経費）

第 19条 本会の経費は、会費助成金、寄付金そ 1第 18条 本会の経費は、会費、助成金、寄付金そ

の他の収入をもって充てる。 の他の収入をもって当てる。

2 本会の資産は、会長が管理する。 2 本会の資産は、会長が管理する。

（会計年度） （会計年度）

第20条 本会の会計年度は、毎年4月 1日に始ま 1第 19条 本会の会計年度は、毎年4月 1日に始ま

り、翌年3月31日に終わる。 り、翌年3月31日に終わる。

（事業計画及ぴ予算） （事業計画及ぴ予算）

第21条 本会の事業計画及び予算は、総会の決醗 第20条 本会の事業計画及び予算は、総会の決證

により定めなければならない。 により定めなければならない。

（事業報告及ぴ決算報告） （事業報告及ぴ決算報告）

第22条 本会の事業報告及び決算は、毎年度終了 第21条 本会の事業報告及ぴ決算は、毎年度終了

後 60日以内に監事の監査を受けて総会の緞決 後 60日以内に監事の監査を受けて総会の醗決

を得なければならない。 を得なければならない。

第6章雑則 第6章雑則

（会則の変更） （会則の変更）

第23条 この会則は、総会の第決を経た場合に 第22条 この会則は、総会の継決を経た場合に

は、変更することができる。 は、変更することができる。

（施行細則） （施行細則）

第24条 この会則の施行について必要な細則は、 第23条 この会則の施行について必要な細則は、

理事会の承認を得て会長が定める。 1 理事会の承認を得て会長が定める。

付則 付 則

1 この会則は、平成 11年 4月 1日から施行す 1 この会則は、平成 11年 4月 1日から施行す

る 。る 。

2 従前の志幡地区保護司会の会計等は、本会に継 2 従前の高幡地区保護司会の会計等は、本会に継

承するものとする。 承するものとする。

3 本会の、設立当初の役員は、第8条の規定にか 3 本会の、設立当初の役員は、第8条の規定にか

かわらず次に掲げるものとする。 ． かわらず次に掲げるものとする。
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会長 武内勇 会長 武内勇

副会長 田井宣男 副会長 田井 宜男

副会長 島井和喜 副会長 島井和喜

事務局・会計 菅 原 明 良 事務局・会計 菅原明良

監事 窪田拓 監事 窪田拓

監事 這孜子 監事 土居孜子

4 本会の、設立当初の役員の任期は、第11条の 4 本会の、設立当初の役貝の任期は、第 11条の

規定にかかわらず、本会則施行の日から平成11 規定にかかわらず、本会則施行の日から平成11 

年度の総会の日までとする。・ 年度の総会の日までとする。

付 則 付則

この会則は、平成 16年6月 7日からとする。 この会則は、平成16年 6月 7日からとする。

付則 付則

この会則は、平成23年 5月 12日から施行す この会則は、平成23年 5月 12日から施行す

る。 る。

付則 付則

この会則は、平成24年4月 1日から施行する。 この会則は、平成24年4月 1日から施行する。

付則

この会則は、平成 29年 5月 12日から施行す

るっ
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議案第5号

高幡保護区保護司会役員選任について

役 職 (27• 28年度） 氏 名 理事(8人）

会 長 壬 生 直 徳

゜副会長（窪川分区長） 中嶋敏親

゜副会長（大正分区長） 武 内 文 治

゜

,＇ 

副会長(+和分区長） 林 只

゜庶務・会計担当 荒川伸雄

゜牧 野 利 恵 子

゜田井哲雄

゜中山 昭

゜会計補佐 戸 田 多 喜 子

監 事 岡部 勤

監 事 松 下 陽 子

役職 (29• 30年度） 氏 名 理事(10人）

会 長

副会長

事務局長

サポートセンター長

庶務・会計担当

研修担当

社明担当

更女 •BBS担当

窪川分区長

大正分区長

十和分区長

社会貢献活動担当

監 事

監 事
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